
処置・画像診断の例
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消炎鎮痛等処置（湿布処置） 人口1000人当たり消炎鎮痛等処置全回数【右軸】

人口1000人当たり消炎鎮痛等処置

（器具等による療法）回数【右軸】

都道府県別「消炎鎮痛等処置」区分別算定回数と人口1000人当たり算定回数
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）

人口は総務省統計局 H26年10月1日現在を使用、NDBは医療機関所在地、人口は居住地であることに留意



都道府県別「人工腎臓・外来」区分別算定回数及び割合
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
…

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
…

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
…

沖
縄
県

外来 人工腎臓（その他）
外来 人工腎臓（慢性維持透析濾過）（複雑）
外来 人工腎臓（慢性維持透析）（５時間以上）
外来 人工腎臓（慢性維持透析）（４時間以上５時間未満）
外来 人工腎臓（慢性維持透析）（４時間未満）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
…

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
…

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
…

沖
縄
県

外来 人工腎臓（その他）
外来 人工腎臓（慢性維持透析濾過）（複雑）
外来 人工腎臓（慢性維持透析）（５時間以上）
外来 人工腎臓（慢性維持透析）（４時間以上５時間未満）
外来 人工腎臓（慢性維持透析）（４時間未満）

ℂ ｎａｋａｎｏ medical ｏｆｆｉｃｅ 禁無断配布&転載 86

（回）



都道府県別「人工腎臓・入院」区分別算定回数及び割合
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）
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都道府県別「ＣＴ撮影・外来」区分別算定回数及び人口1000人当たり６４列以上ＣＴ割合
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）

人口は総務省統計局 H26年10月1日現在を使用、NDBは医療機関所在地、人口は居住地であることに留意
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都道府県別「ＣＴ撮影・外来」区分別算定回数割合
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
北

海
道

青
森

県

岩
手

県

宮
城

県

秋
田

県

山
形

県

福
島

県

茨
城

県

栃
木

県

群
馬

県

埼
玉

県

千
葉

県

東
京

都

神
奈

川
県

新
潟

県

富
山

県

石
川

県

福
井

県

山
梨

県

長
野

県

岐
阜

県

静
岡

県

愛
知

県

三
重

県

滋
賀

県

京
都

府

大
阪

府

兵
庫

県

奈
良

県

和
歌

山
県

鳥
取

県

島
根

県

岡
山

県

広
島

県

山
口

県

徳
島

県

香
川

県

愛
媛

県

高
知

県

福
岡

県

佐
賀

県

長
崎

県

熊
本

県

大
分

県

宮
崎

県

鹿
児

島
県

沖
縄

県

ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）

ＣＴ撮影（４列以上１６列未満マルチスライス型機器）

ＣＴ撮影（１６列以上６４列未満マルチスライス型機器）

ＣＴ撮影（その他）

ℂ ｎａｋａｎｏ medical ｏｆｆｉｃｅ 禁無断配布&転載 89



0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000
北

海
道

青
森

県

岩
手

県

宮
城

県

秋
田

県

山
形

県

福
島

県

茨
城

県

栃
木

県

群
馬

県

埼
玉

県

千
葉

県

東
京

都

神
奈

川
県

新
潟

県

富
山

県

石
川

県

福
井

県

山
梨

県

長
野

県

岐
阜

県

静
岡

県

愛
知

県

三
重

県

滋
賀

県

京
都

府

大
阪

府

兵
庫

県

奈
良

県

和
歌

山
県

鳥
取

県

島
根

県

岡
山

県

広
島

県

山
口

県

徳
島

県

香
川

県

愛
媛

県

高
知

県

福
岡

県

佐
賀

県

長
崎

県

熊
本

県

大
分

県

宮
崎

県

鹿
児

島
県

沖
縄

県

ＭＲＩ撮影（３テスラ以上の機器）

ＭＲＩ撮影（１．５テスラ以上の機器）

ＭＲＩ撮影（その他）

人口1000人当たり３テスラ以上ＭＲＩ撮影（右軸）

都道府県別「MRI 撮影・外来」区分別算定回数及び人口1000人当たり３Ｔ以上MRI割合
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）

人口は総務省統計局 H26年10月1日現在を使用、NDBは医療機関所在地、人口は居住地であることに留意
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都道府県別「ＭＲＩ撮影・外来」区分別算定回数割合
H26年度 厚生労働省NDBオープンデータを基に作成（集計単位が10 未満となる場合0としてカウント）
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